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Prospective buyers of a new building cannot fully observe the safety of its structure. As a result， 
problems of adverse selection arise. This paper considers how consumers and government deal with 
this adverse selection problem， We show that sometimes prospective buyers deal with asymmetric 
information with signaling and screening， We also show that government can complement screening' 
strategy by promoting building performance information. 
















































































































































































































































































































































臼本不動産学会誌/第20巻第1号・ 2006.6 建築物の安全を確保せよ 55 
- シグナルを利用 -性能情報の流通整備
・スクリーニングを行う
図1 建築物の安全確保のための消費者と政府の対応
一般的に，注文住宅でない限り，消費者はいく
つかの物件を比較考慮し，自分にとって最良な住
宅を購入するはずである。しかし，先にも述べた
ように，現在では建物の安全に関する情報が流通
していないため，消費者が物件を比較することは
極めてコストがかかる。情報は安価にコピーでき
るという公共財の性質を持ち合わせているため，
民間では供給しにくい。この意味で，政府は建築
物登録制度の創設など信用力の高い性能情報の流
通に関して今以上の工夫が求められる。
4.結論
本稿では，建築物の安全を確保するために，消
費者がどのように自分の身を守り，政府がどのよ
うに消費者を保護できるかを検討してきた。主要
な結果を，まとめたのが図 1である。特に，政府
が性能情報の流通を整備すると，消費者は今まで
より容易に建物がどの程度の検査を受け，かつ保
証・保険があるのかを確認できるようになる。こ
のことは，性能情報の流通整備がスクリーニング
戦略に対して補完的な役割を持つことを意味する。
したがって，民間の市場では限界のあるスクリー
ニング戦略をより有効にするために，政府による
性能情報の流通整備が欠かせない。
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